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1. Introduction and main results (序論及び主結果)
2. Minimizing problem (最小化問題)
3. Sharp constants for Al and A2 (A.及びス2に対する最良定数)
4. Existence ofanextremalfunction (極値函数の存在)
5. Brezis-Gallouet-Wainger inequality (BrezisIGallouet-Wainger不等式)
6. Case of the whole space (全空間の場合)























































Ibrahim-Madjoub-Masmoudiは2次元平面内の単位球においてS- 1, p- 2を臨界ケースとし,優臨界より
広いH｡elder空間を採用した場合のBrezis-Gallouet型不等式を考察した｡実際,彼らは対数および2重対
数項の係数の最良性について論じた｡森井氏は,一般の〃次元有界領域の場合,臨界ケースとして∫-1,
p-nにおいて同不等式を考察し,対数および2重対数項の双方の係数に関して最良定数を導出した｡ 2次
元球面におけるIbrahim等の結果は,対数の係数については最良定数を求めたが, 2重対数の係数につい
ては上からの評価のみに留まっていた.森井氏の結果は, Ibrahim等の定理を一般次元に拡張しただけで
なく, 2重対数の係数の最良性を導出することによって,対数型の同埋め込み不等式が2重対数項で終結
することが明らかにした価値の高いものである｡また証明方法に関しても,一般の〝一次元では,臨界ケー
スとして, Wl･n一空間における変分問題を考察しなければならないため, Hilbert空間の構造がある2次元
のWl･ 2と比較して遥かに精密な解析を必要とする.森井氏はさらに,たとえHoelder空間を,より位相
が強い優臨界sobolev空間W･p, S>n/pを採用しても,対数および2重対数の係数の最良性は不変である
ことを証明した.その他,最良定数を実現する極値関数の存在や,全空間Rnにおける同不等式の考察も
行っている｡この様に森井氏の結果は,対数型関数不等式に関して新たな知見を提唱したものであり,自
立して数学解析の研究を行うに必要な高度の能力と学識を有することを示している｡故に,森井慶氏提出
の博士論文は博士(理学)の学位論文として合格と認める｡
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